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がん検診・がん医療における高知県の現状・課題

１

○ がんは高知県民の死因の第１位
○ 県の受診率目標は60％だが、直近の受診率は肺がんを除き40～50％台と
　　目標と乖離がある
○ 未受診理由は「忙しい」「面倒」が上位であり、利便性を考慮した取り組みが必要
○ 事業所の精密検査受診率が市町村検診と比較して低い
○ 県内事業所へのアンケートでは、行政に期待することとして「従業員への効果的な　
　　受診勧奨・情報提供方法の事例紹介」「事業所向けマニュアルの作成、配布」
　　「チラシ・ポスターによる検診案内」が上位
○国の調査（がん情報サービス利用者向けアンケート等）によると、がん患者及びその家族等ががん 
   治療病院選択にあたって、「がんの治療件数」「がんの治療成績」等の情報が求められており、
    がんと診断された方が安心して治療を受けられる環境の整備が必要

○ 県内のがん情報は、関係機関や市町村、医療機関ごとに情報発信、がん情報の　
　　インターネットでの収集が困難



トップページのイメージ図

２

・県民が必要な情報によりスムーズにアクセスできるよう、がんに関する情報を集約したがんポータルサイトを開設
・「がん検診日程」、「精密検査を行える医療機関」、「治療医療機関」等を検索できる機能を新たに追加
・がんの知識を深めることができる「がんのクイズ」のコーナーも新たに作成



検索機能（がん検診）

３

・市町村が実施するがん検診の日程や実施　　　
　場所を検索できる。
・個別検診契約医療機関を検索できる
・精密検査を実施している医療機関を検索　
　でき、県が定める基準を満たしている医療　
　機関のうち届け出をしている「高知県精密
　検査実施医療機関」を検索することもでき
　る
・居住市町村の申し込み方法や自己負担額
　等の情報をわかりやすく表示
・受けたいがん検診の種類を絞り込んで検索
　することも可能

検索機能画面

検索機能画面



検索機能（がん治療を受けられる医療機関）

４

①治療方法を選択（複数選択可）
  ○手術療法　　○化学療法
  ○放射線治療 ○免疫療法
  ○セカンドオピニオン

②がんの部位を選択（複数選択可）
  ○大腸がん　　　
  ○肺がん
  ○胃がん
　○乳がん　   
  ○前立腺がん
  ○肝がん　　　   
  ○胆のう・胆管がん
  ○膵臓がん　　　   
  ○頭部/頸部    ○胸部       ○消化管
  ○泌尿器         ○女性       ○男性
  ○皮膚/骨と軟部組織   ○血液・リンパ         
  ○小児　　○その他（原発不明がん等）

③医療機関のエリアを選択
　（高知市、中央東エリア、中央西エリア、
　　 安芸エリア、高幡エリア、幡多エリア）

①

②

　
　 　  

③
検索機能画面

トップページに検索機能を設置

我が国に多いがん



検索機能（がん治療を受けられる医療機関）

５

　
　 　  

検索結果画面

Ａ病院

医療機関名をクリックすると
病院トップページへ遷移



がんのクイズ等

６

がんに関する知識を深めてもらう
クイズコーナーを作成
（全10問中５問をランダムで出題）

がん患者さんやそのご家族向けた
情報をわかりやすく表示

　
　 　  

トップページに設置



その他（掲載ページ等）

７

これまで県ホームページに掲載していた記事もがんサポネットに移行
新たに「事業所向け」、「医療機関向け」の項目を追加し、
わかりやすく分類し直し、ほしい情報が探しやすくなる

事業者向け 医療機関向け



こうちがんサポネット開設により見込まれる効果

８

○ がん検診の受診率向上
　　 がん検診日程や検診可能な医療機関を検診の種類や年月、市町村名から検索できる

○ 精密検査の受診率向上
　　 精密検査実施医療機関情報を検診の種類、医療機関の所在地から検索できる

○ 事業所でのがん検診受診勧奨を支援（企業向けの情報提供を強化）
　　 企業向けの研修動画・リーフレット・ポスターを掲載　※別事業で作成

○ がん患者及び家族の医療機関の選択を支援
　　 医療機関ごとの診療状況等を検索できる
　　　がんに関する相談窓口等をわかりやすく表示

○ 県民が必要としているがんに関する情報を分かりやすく提示
　　　情報発信の方法をがんサポネットに一元化



今後の展開

９

○ こうちがんサポネットを活用した継続的な情報発信
　　 これまで県ホームページ等に掲載していた内容をがんサポネットを通じて発信

○ がんサポネットの存在の周知
　　 がんサポネットの存在を他の広報媒体等でPR

○ より使いやすいものへ内容の更新
　　 使う中で出た様々なご意見を踏まえ、より使いやすいものへ更新していく


